
提言第22号　入院早期に発生した食物による窒息に係る死亡事例の分析

事例9

＜事例概要＞

①90歳代、大腿骨転子部骨折のため緊急入院した患者。
②脳梗塞の既往あり。介護施設での食形態は不明、食事をセッティング後、自己摂取し
ていた。食事摂取時や内服時にむせあり。
③食事オーダリングシステムの設定上「主食と副食はそれぞれ指示が必要」で、パン禁
止の入力も別途必要であったが、全粥のみ入力。
④入院2日目、パン食の献立のため、パン・常菜を提供。体位をリクライニング位とし、
食事介助していたが、介助者が他患者の対応のため中座し、約10分後に帰室すると、呼
名反応なく、SpO2 60％台。吸引したが改善せず、心停止となり院内緊急コールを実
施。気管挿管時、口腔内の咀嚼されていないハムを除去し、心拍再開するが、約3時間後
に死亡。
⑤死因は、窒息。解剖無、死亡時画像診断（Ai）有。


